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すなわち. {①なぜ“老いと死"を学ぶのか? : “老いと死"をめぐる状況変化}. <②「老いと死の教育」に向
けての導入:私たちの生きている「時代の要請」としての生涯教育に位置づけて}. <③誰が誰に向けて行うのか?
生涯発達の各発達段階に即した指導を}. (④いったい“伺"を教えるのか?教育内容論に向けて). <⑤“何"





たちが学ぶべきことについて考察した。同第 2 研究では〈教育における QOL について-<自己評価的意識>と<生
きがい度>の視点から〉検討した。第二部第 3 研究では<<自己評価的意識>と<対人主張性>について) .同第 4
研究では《現代青年の<自己教育性>について} .それぞれの調査結果を述べ， “真に生きる力"の根幹となる<自
己教育力の育成>の今日的教育意義，とりわけ<‘健全な'自己評価的意識>を育成することの重要性を指摘した。
































第 1 調査研究ではホスピスで死亡した患者の「死に方」を家族がどのように見たかをアンケート調査し. I受容の
死」と「闘いの死」との差を明らかにした。臨床的に「良き死」とされる「受容の死」を迎える為には，冷静，沈着，
我慢強い性格と宗教心が関係していることがわかった。学校教育や生涯教育の在り方に示唆を与える結果である。
「死の教育」を考える上で. I自己教育性」の観点は非常に重要である。第 4 調査研究に取り上げられた現代の青
年の自己教育性の中に将来「死の教育」をし、かに取り入れていくかは今後の重要な課題である。その中でも，本研究
で強調されている「死」の視点から「生」を教育することを通して「生と死の自己教育」が実現すれば，教育全体に
大きいインパクトを与えることになろう。
死を研究する切り口は多様である o 医学，心理学，行動学，教育学，社会学，宗教学などがこれに寄与できる分野
であろう。本論文は教育心理学を背景に行動学の視点から死の教育の在り方を提言したものである。
本審査委員会は本論文が将来性のある優れた学術研究である事を認め，博士(人間科学)の学位授与に十分である
と判定した。
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